
  
平成 23 年度から，新しい学習指導要領が小学校で全面的に実施される。そこでは，我が国の子どもの

課題を踏まえ，子どもが主体的に課題を解決していく力を育むことに重点が置かれている。その実現に

当たっては，情報手段（ICT）を適切に活用することをはじめ，様々な方法で相手意識をもちながら，情

報を集めたり，まとめたり，伝えたりすることができる力を育成していく必要がある。そこで，情報活

用の実践力を各教科等の学習の中で効果的に育成していくために，「情報教育スタンダード(私案)」を作

成した。このことにより，子どもが主体的に情報及び情報手段を活用する授業が展開され，情報活用の

実践力を日常的に意識した指導を行うことが可能になった。 

 
第１章 情報教育がめざすもの 
第１節 情報活用能力が求められる背景 
情報活用能力は，情報活用の実践力，情報の科

学的な理解，情報社会に参画する態度に分けられ

る。本研究では，小学校で育成することが重要で

あると考えられている，情報活用の実践力に焦点

を当てて研究を進めた。情報活用の実践力を育成

することは，子どもが主体的に学習を進めていく

力の育成につながると考える。京都市立小学校の

現状を見ると,それぞれの学校で，情報活用の実践

力の育成が意識されてはいるものの，教科学習と

関連させ，具体的な文言で情報活用の実践力のめ

ざす姿を指導や評価に生かしている学校は少ない

ように感じられる。 
また，学級担任が情報活用の実践力を育成する

際に，指導を行う上でどのようなことを意識して

指導や評価をすればいいのということが不明確な

現状にあると考える。 
 

第２節 情報活用能力を育成する上で意識した

い四つの視点 

 情報活用の実践力を効果的に育成していくため

に，以下の四つの視点を意識して，学校体制を整

えたり，授業設計や指導支援を行ったりしていく

ことが重要である。 

◆情報活用の実践力を育成する ICT 活用の在り方

を意識して授業を設計すること  

◆学校全体が情報活用の実践力について共通した

意識をもつこと 

◆子どもの現状の姿から，身についていない情報

活用の実践力を見極め，日常的にその場で適切

に指導・支援すること 

◆教室の掲示物や ICT 機器の整備・配置を意識す

ること 

 
第２章 情報活用能力の確実な定着をめざして 

第１節 情報活用の実践力の明確化 

小学校で育成する情報活用の実践力を明確化

するために「情報活用の実践力のルーブリック」

「情報手段の基本的な操作と適切な活用及び各教

科・単元との関連表」を作成した。 

ルーブリックを学校現場に提示することで，

「身につけるべき情報活用の実践力を明確にして

指導・支援を行うことができる」「情報活用の実践

力の定着度を評価し把握することができ，次の指

導に生かすことができる」「情報活用の実践力に対

して学校全体で共通した認識をもつことができ

る」「学年が進級する際などの情報活用の実践力の

引継ぎを確実に行うことができる」といった効果

が期待できる。 

平成 23 年度から実施される学習指導要領では，

小学校で，「情報手段の基本的な操作」「情報手段

の適切な活用」の力を育成することが明記されて

いる。これらの力を小学校の教科の学習の中で適

切に指導し，十分な力を育成することができるよ

うにするために，情報手段の基本的な操作・適切

な活用と教科学習の単元目標の関係を関連表にま

とめた。 

 

第２節 情報活用の実践力を育成する手だて  
 情報活用の実践力を育成するためには，課題・

問題解決的な学習の流れを意識して単元・授業を

計画することと，毎時間の授業で，情報活用の実

践力を育成するための指導・支援を適切に行って

いくことが重要である。情報活用の実践力を育成

する具体的な指導・支援として，「情報活用の実践

力の支援カード」「情報活用の実践力を育成するこ

とを意識した教室環境」「教師の効果的な ICT 活

用」の三点が重要である。 
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第３章 実践授業を通して 
第１節 情報手段の基本的な操作と情報手段を

適切に活用する力を育むために 

子どもが情報手段を適切に活用するためには,

各教科等の時間に,情報手段の基本的な操作につ

いて指導を行い,それらを活用した学習活動を展

開する必要がある。これらの力を育成するために，

本研究で作成した「情報活用の実践力のルーブリ

ック」でめざす姿を明確にし,指導・支援を行った。 
◆第３学年 算数科「表やグラフに表そう」 

本単元では，実物投影機とプロジェクタを適切

に活用し，相手意識をもって情報をまとめ，伝え

ることができる力の育成を図った。また，文字や

数値の入力を習熟させ，表計算ソフトを適切に活

用できる力を育むために，表計算ソフトに，数値

を入力して棒グラフを作成し，正確な棒グラフの

書き方を理解できるようにする実践を行った。情

報活用の実践力を育成することを意識して，情報

手段を活用することにより，まとめたことを効果

的に伝える姿や，既習事項を再確認する姿が見ら

れ，教科学習の充実につながった。 

 
第２節 子どもが主体的に情報を活用し，問題

解決を行う力を育むために 
 ルーブリックに記された「情報を集める力，ま

とめる力，伝える力」を意識して指導することが，

子どもが主体的に情報を活用し，問題解決を行う

力の育成につながると考え，以下のような実践授

業を行った。 
◆第５学年理科「天気と情報２」 

◆第６学年国語科「共に考えるために伝えよう」 

これらの単元では，情報活用の実践力の定着に

向けて，ルーブリ

ックを活用して子

どもの指導・支援

に当たった。ルー

ブリックには，そ

れぞれの場面 (集
める，まとめる，

伝える )でめざす

姿が明確に記され

ており，的確な指

導・支援につながった。また，情報活用の実践力

を育成するために「情報活用の実践力の支援カー

ド」を配付した。支援カードには,学習方法が具体

的に示されているため,学習計画を立てたり学習

を進めたりする際に参考にし，主体的に学習を進

めていく姿が見られた。 

第４章 研究の成果と課題 
第１節 情報活用の実践力を明確にしたことで 

授業を計画する際に「情報活用の実践力のルー

ブリック」を活用し，また，学習指導案にルーブ

リックの指標を基にして，情報活用の実践力の目

標及び評価規準を挙げることで，その授業で育成

する情報活用の実践力を明確にすることができ

た。また，ルーブリックを活用することにより，

情報活用の実践力を意識して指導・支援すること

ができた。更に，授業中の子どもの姿を，ルーブ

リックを活用して評価，記録することができ，次

の指導・支援に生かすことができた。 

情報活用の実践力を育成するための手だてと

して,子どもが情報活用の実践力を意識すること

ができる掲示物及び教室環境を整えることによ

り,相手意識をもってまとめたり伝えたりする姿

が見られた。また，授業で教師が積極的に ICT を

活用することで，教師の ICT を活用する姿が子ど

もの見本となり，ICT を効果的に活用して情報を

伝えることができた。 

 

第２節 情報活用の実践力の確実な定着に向けて 

「情報活用の実践力の支援カード」を配付し活

用することで，以下のような成果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では，上記の支援カードをはじめ，「情

報活用の実践力のルーブリック」「情報手段の基本

的な操作と適切な活用及び各教科・単元の目標と

の関連表」「情報手段のスキル系統表」「情報手段

を活用する際の授業設計マニュアル」「情報活用の

実践力の支援カード」の五つを，『情報教育スタン

ダード』として発信する。 

来年度から「情報手段の基本的な操作と適切な

活用」に関する指導が中学校から小学校に移行さ

れる。その際に，「情報教育スタンダード」が大変

意味のある資料になる。そこで，これらを発信す

るに当たり，小冊子（ブックレット）として発行

するとともに，インターネット配信の可能性を探

っている。このような形で発信することにより，

全市の教員が，必要なときにいつでも見たり，活

用したりする環境が整うのではないかと考えてい

る。 

図 1  支援カードを活用し，
学習計画を立てる様子 

◆ カードを基に学習計画を立てることにより，ゴー
ルイメージがはっきりし，学習の見通しをもちや
すくなった。 

◆ 困ったときに自分で解決しようとする姿につな
がった。 

◆ 様々な解決方法を，積極的に試してみようとする
姿につながった。 

◆ 出来上がったものを，見直したり，更によいもの
にしようとしたりする姿につながった。 


